
○
活
発
な
討
論
を

大
会
は
橋
本
副
委
員
長
の
司
会

で
開
催
し
、
挨
拶
で
は
「
今
大
会

の
任
務
は
、
今
日
ま
で
の
取
組
み

の
成
果
を
互
い
に
確
認
し
、
学
び

合
い
、
闘
い
の
輪
を
拡
大
さ
せ
、

０
７
春
闘
勝
利
、
統
一
地
方
選
の

勝
利
を
目
指
し
意
思
統
一
す
る
こ

と
に
あ
る
。
組
織
の
拡
大
も
あ
り
、

活
力
を
与
え
て
も
ら
っ
た
が
更
に

一
層
奮
闘
を
し
真
摯
で
活
発
な
討

論
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
述
べ

た
。
手
続
き
に
入
り
、
資
格
審
査

委
員
会
か
ら
委
員
会
の
成
立
の
宣

言
が
あ
り
、
議
長
に
岩
井
（
貨
物

宮
城
）
委
員
を
選
出
し
た
。

○
委
員
長
の
挨
拶

太
田
博
二
委
員
長
の
挨
拶
は
、

①
不
採
用
事
件
の
年
度
内
解
決
に
全

力
を
②
労
働
者
の
団
結
と
連
帯
で
０

７
春
闘
を
闘
お
う
③
全
て
の
労
使
紛

争
事
件
の
和
解
の
浸
透
と
組
織
拡
大

へ
の
切
り
込
み
④
安
全
問
題
を
中
心

と
し
た
職
場
の
取
り
組
み
⑤
護
憲
・

平
和
の
危
機
と
選
挙
闘
争
の
勝
利
―

に
つ
い
て
発
言
し
決
意
を
述
べ
た
。

○
激
励
と
連
帯
の
挨
拶

来
賓
挨
拶
は
政
党
、
友
誼
組
織
な

ど
多
く
の
方
々
（
下
記
参
照
）
か
ら

受
け
た
。
東
日
本
本
部
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
高
野
書
記
長
は
、

①
０
７
春
闘
で
は
貨
物
も
旅
客
も
ベ

ア
を
勝
ち
取
る
②
和
解
か
ら
の
運
動

作
り
を
全
体
で
取
り
組
も
う
③
安
全

問
題
〜
川
越
線
の
列
車
火
災
事
故
で

Ｊ
Ｒ
の
対
応
が
国
交
省
か
ら
問
題
視

さ
れ
て
い
る
④
組
織
拡
大
が
続
い
て

い
る
。
ま
た

東
労
組
内
の

混
乱
も
拡
大

し
て
き
て
い

る
⑤
Ｊ
Ｒ
不

採
用
事
件
〜
年
度
内
で
解
決
を
。
２

０
年
を
越
さ
な
い
闘
い
を
進
め
る
―

等
に
つ
い
て
述
べ
た
。

○
各
委
員
の
発
言
等
【
要
旨
】

飯
塚
委
員

①
昇
進
和
解
の
扱
い
。
一
括
和
解
後
、

国
労
と
の
和
解
を
現
場
長
を
集
め
て

周
知
徹
底
し
て
い
る
の
か
疑
問
。
人

事
考
課
の
査
定
時
期
で
も
あ
り
、
周

知
を
図
る
よ
う
支
社
へ
求
め
る
こ
と
。

②
門
馬
さ
ん
の
対
応
に
つ
い
て
地

本
の
考
え
方
は

③
不
採
用
問
題
。
精
一
杯
の
取
組

み
を
し
て
き
た
が
２
０
年
を
迎
え

節
目
に
き
て
い
る
。
ど
こ
を
攻
め

れ
ば
解
決
に
結
び
つ
く
の
か
、
プ

ロ
セ
ス
と
目
途
を
明
ら
か
に
。

④
０
７
春
闘
で
は
一
人
一
要
求
を

目
標
に
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

職
場
で
解
決
す
る
問
題
と
地
本

（
機
関
）
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う

も
の
と
分
け
て
い
る
。
機
関
紙
の

活
用
。
大
衆
行
動
を
進
め
て
い
る
。

⑤
ア
ス
ベ
ス
ト
特
別
検
診
で
は
結

果
が
こ
な
い
人
が
５
名
。
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

舟
濤
委
員

①
長
町
高
架
橋
視
察
の
取
組
み
。

国
労
役
員
が
現
場
視
察
に
入
る
画

期
的
な
も
の
。
私
と
国
労
の
担
当

者
で
案
内
。
大
規
模
工
事
の
要
求

な
ど
今
後
も
一
緒
に
取
組
み
を
。

②
機
関
紙
ろ
ば
た
。
毎
週
水
曜
日
、

拡
大
班
会
議
を
開
催
。

③
ワ
ン
マ
ン
運
転
、
白
石
方
面
は

車
掌
が
乗
っ
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス

鉄
道
に
乗
っ
て
い
な
い
の
は
お
か

し
い
。
様
々
な
角
度
か
ら
安
全
を

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
空
港

利
用
の
方
の
要
求
や
単
産
か
ら
の

支
援
な
ど
も
。

④
特
定
の
候
補
者
の
支
持
は
組
織

と
し
て
す
べ
き
で
は
な
い

⑤
ア
ス
ベ
ス
ト
労
災
申
請
す
る
も

書
類
不
備
で
書
き
直
し
。
大
変
な

取
組
み
で
あ
り
、
指
導
と
援
助
を
。

小
松
委
員

①
Ｔ
Ｋ
Ｋ
労
災
死
亡
事
故
問
題
を

団
交
で
指
摘
し
て
き
た
。
庫
の
狭

さ
、
扉
の
閉
鎖
な
ど
一
回
目
途
中

ま
で
で
終
了
。
安
全
対
策
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
説
明
、
金
属
の
歯
止
め
を
置

く
。
団
交
で
、
後
方
で
の
リ
モ
コ

ン
使
用
、
扉
開
放
と
し
て
き
た
が
、

待
避
場
所
改
善
は
ま
だ
。

②
シ
ャ
ッ
タ
ー
へ
の
衝
突
事
故
が

発
生
す
る
も
、
報
告
は
「
接
触
」
。

現
在
も
周
知
な
し
。

③
Ｓ
さ
ん
が
Ｔ
Ｋ
Ｋ
利
府
派
出
に

出
向
。
頸
椎
を
痛
め
て
長
期
休
職

後
、
判
定
委
員
会
が
「
軽
作
業
」

と
指
定
し
て
復
職
し
て
い
る
の
に

Ｔ
Ｋ
Ｋ
で
一
番
き
つ
い
と
言
わ
れ

る
部
署
に
配
属
。
地
本
通
じ
て
改

善
し
た
が
、
Ｔ
Ｋ
Ｋ
と
支
社
の
無
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総
団
結
で
闘
う
方
針
を
確
立

来

賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党
・
田
山
英
次

☆
日
本
共
産
党
・
五
島

平

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

・
菅
原
晃
悦

☆
国
労
東
日
本
本
部

・
高
野
苗
実

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

主催者を代表して挨拶する太田委員長

国
労
仙
台
第
１
１
８
回
定
期
地
方
委
員
会
が
２
月
17
日
、
こ
く
ろ
う

会
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
始
め

と
し
て
、
07
春
闘
勝
利
、
労
働
条
件
改
善
、
安
全
諸
問
題
の
解
決
、
組

織
強
化
拡
大
、
統
一
自
治
体
選
挙
と
参
議
院
選
勝
利
に
向
け
て
組
織

を
挙
げ
て
総
団
結
・総
決
起
で
闘
う
方
針
が
確
立
さ
れ
た
。

単
産
報
告

●
仙
台
市
交
通
労
組

斉
藤
貞
雄
委
員
長
よ
り

①
地
下
鉄
開
業
時
の
安
全

対
策
と
ホ
ー
ム
ド
ア
の

設
置
運
動

②
酒
気
帯
び
へ
の
組
合
対
応

③
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
等

あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
し
た

東
日
本
高
野
書
記
長



責
任
な
対
応
。

④
職
場
要
求
集
約
と
ア
ス
ベ
ス
ト

学
習
会
の
開
催
の
た
め
会
社
施
設

の
利
用
を
申
請
。

大
河
原
委
員

①

貨
物

労

働

時
間

。

東

日
本

の

休

日
に

合

わ

せ
る

た

め
、
４
月
〜
１
１
月
は
３
０
分
・

１
２
月
〜
３
月
は
５
分
と
働
き
だ

め
を
し
て
い
る
。
更
衣
時
間
な
し
。

自
動
昇
格
制
度
（
１
０
年
経
過
で
）

あ
る
が
、
短
縮
制
度
が
あ
り
、
日

貨
労
は
３
年
で
昇
格
な
ど
差
別
が

あ
る
。

②
一
括
和
解
で
は
論
争
が
あ
っ
た
。

国
労
全
体
で
の
前
進
は
少
し
見
え

た
。
今
後
地
本
も
支
社
を
動
か
す

取
組
み
を
。

③
ワ
ン
マ
ン
運
転
。
障
害
者
の
問

題
が
記
事
に
。
そ
う
し
た
団
体
へ

の
要
請
・
共
闘
の
要
請
も
。

能
登
井
委
員

①
秋
田
か
ら
の
配
転
者
問
題
。
支

社
ま
た
が
り
の
ケ
ー
ス
、
会
社
の

考
え
方
は
。
ま
た
こ
う
し
た
配
転

者
の
扱
い
の
見
通
し
は
。

②
ラ
ッ
セ
ル
乗
務
の
勤
務
時
間
。

勤
務
変
更
で
な
く
、
暦
日
を
は
さ

ん
で
の
超
勤
・
非
番
勤
務
を
２
年

前
か
ら
要
求
し
変
更
へ
。
労
組
問

わ
な
い
職
場
の
声
を
粘
り
強
く
要

求
し
た
結
果
。

高
橋
委
員

①
春
闘
要

求
３
８
項

目
を
集
約
。

根
拠
を
付

け
班
集
会

で
共
有
化
。
現
場
長
と
の
話
し
合

い
を
基
に
職
場
改
善
を
。
少
し
ず

つ
設
備
改
善
が
進
む
。

作
業
台

設
置
、
腰
痛
対
策
な
ど
。
職
場
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後
工
夫
し
て

い
く
。

②
組
織
拡
大
に
今
後
も
取
り
組
む
。

赤
間
委
員

①
業
務
委

託
の
扱
い
。

雇
用
の
場

の
確
保
に

不
安
。

②
ワ
ン
マ
ン
の
交
渉
が
仕
切
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
矛
盾
だ
ら
け
。

責
任
は
空
港
線
に
転
嫁
す
る
の
か
。

③
仙
台
駅
は
首
都
圏
に
引
け
を
取

ら
な
い
稼
ぎ
と
業
務
内
容
。
都
市

手
当
を
要
求
す
る
。

④
組
織
対
策

⑤
故
河
村
氏
育
英
資
金
協
力
に
感

謝
。
本
日
、
家
族
に
手
渡
の
予
定
。

大
子
田
委
員

①
佐
藤
忍
さ
ん
２
０
年
振
り
に
戻

る
。
配
転
に
出
さ
れ
た
６
名
を
取

り
戻
す
闘
い
を
し
て
い
く
。

②
職
場
集
会
で
議
論
。
小
集
団
の

扱
い
で
は
「
名
前
を
外
し
て
く
れ
」

と
言
っ
た
ら
配
転
に
な
っ
た
話
し

も
出
さ
れ
た
。
分
会
長
と
会
社
の

話
で
は
「
強
制
は
出
来
な
い
」
と

の
結
論
。
今
後
も
議
論
し
て
い
く
。

③
要
員
不
足
。
年
休
を
入
れ
る
た

め
に
休
日
勤
務
が
そ
の
取
引
な
っ

て
い
る
。

中
鉢
委
員

①
安
全
を

守
る
闘
い

に
つ
い
て
。

ワ
ン
マ
ン

は
開
か
ず

の
踏
切
問
題
が
あ
る
。
押
し
ボ
タ

ン
復
帰
扱
い
、
誰
が
対
応
す
る
の

か
。
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
二
駅
開
業

す
る
。
福
祉
大
前
駅
が
出
来
る
が
、

ダ
イ
ヤ
の
関
係
も
あ
り
、
国
見
駅

は
上
下
同
時
進
入
出
来
な
か
っ
た

も
の
を
国
交
省
も
規
制
緩
和
の
関

係
で
承
認
し
て
い
る
。

②
線
閉
支
援
シ
ス
テ
ム
は
全
員
に

説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｑ
＆
Ａ

は
後
か
ら
「
回
覧
」
。
回
覧
は
周

知
で
あ
る
が
、
説
明
を
す
べ
き
で

あ
る
。

佐
々
木
委
員

①
ワ
ン
マ
ン
反
対
の
闘
い
。
他
の

民
間
鉄
道
の
現
状
を
勉
強
し
て
き

た
。
実
態
は
「
２
両
で
も
ド
ア
挟

み
」
「
赤
信
号
で
出
る
」
「
人
身

事
故
の
対
応
」
等
、
現
在
も
多
く

の
問
題
が
あ
る
。

労
使
確
認
で
は
閑
散
線
区
が
条

件
だ
っ
た
。
旅
客
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
で
ツ
ー
マ
ン
に
戻
し
た
扱
い
も
。

そ
れ
を
最
も
混
雑
す
る
仙
台
〜

名
取
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

尼
崎
・
羽
越
線
事
故
も
あ
り
「
こ

れ
で
良
い
の
か
」
と
交
渉
し
て
き

た
。
安
全
よ
り
経
営
を
優
先
し
て

い
る
。
ワ
ン
マ
ン
で
あ
る
地
下
鉄

に
は
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
入
っ
て
い
る
が
、

ア
ク
セ
ス
線
は
金
が
か
か
る
た
め
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お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（
財
）
国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定

の
整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、

（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業
部

で
取
り
扱
っ
て
き
た
業
務
の
残

り
に
つ
い
て
、
国
労
仙
台
地
方

本
部
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「
国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」
と
あ
わ
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。



だ
と
思

う
が
、

つ
い
て

い
る
の

は
カ
メ

ラ
、
モ
ニ
タ
ー
中
心
。
ホ
ー
ム
ド

ア
も
な
く
、
安
全
対
策
が
他
か
ら

見
れ
ば
疎
か
。
今
回
の
（
ワ
ン
マ

ン
の
）
対
象
者
は
自
分
一
人
だ
っ

た
が
、
県
支
部
の
運
動
を
通
じ
て

運
転
職
場
以
外
の
組
合
員
と
安
全

の
問
題
を
共
有
化
出
来
た
こ
と
は

大
変
良
か
っ
た
。

仙
山
線
福
祉
大
前
駅
開
業
の
関

係
で
、
国
見
駅
の
話
が
出
さ
れ
た

が
、
実
施
基
準
が
規
制
緩
和
で
緩

く
さ
れ
て
い
る
。
千
分
の
二
十
五

の
勾
配
に
駅
が
あ
る
。
間
違
っ
て

速
度
超
過
で
突
入
し
て
し
ま
え
ば

Ａ
Ｔ
Ｓ-
Ｐ
Ｓ
で
あ
っ
て
も
停
止

で
き
な
い
。
止
ま
れ
る
の
は
あ
く

ま
で
制
限
速
度
内
と
い
う
条
件
。

会
社
は
ハ
ー
ド
面
整
備
で
何
で

も
出
来
る
と
勘
違
い
し
て
い
な
い

か
。
名
取
空
港
本
線
千
分
の
三
十

五
、
進
行
定
位
が
出
る
が
大
丈
夫

な
の
か
。

教
育
訓
練
の
あ
り
方
。
７
２
１

系
の
導
入
の
問
題
、
配
線
図
も
な

く
検
修
が
出
来
な
い
。
検
修
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
近
代
化
、
交
検
６
名
で

４
５
５
系
の
と
こ
ろ
、
２
名
の
要

員
で
７
０
１
、
７
２
１
で
す
む
。

こ
れ
で
十
分
な
の
か
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
、
昨
年
６
名

の
「
赤
」
。
こ
れ
は
突
き
詰
め
れ

ば
勤
務
制
度
の
問
題
。
８
時
間
の

イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
次
勤
務
、
連
泊

が
発
生
す
る
。
帰
れ
る
人
は
急
い

で
帰
っ
て
急
い
で
飲
む
し
か
な
い
。

個
人
の
問
題
で
済
ま
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

③
要
員
関
係
。
ア
ク
セ
ス
の
訓
練

は
若
手
は
休
日
勤
務
で
訓
練
さ
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
な
け
れ

ば
要
員
が
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

こ
と
。

④
分
会
の
統
廃
合
は
大
変
な
苦
労

を
強
い
ら
れ
る
。
班
体
制
の
確
立

を
し
て
き
た
が
、
検
証
を
。

星
委
員

①
安
全

の
取
組

み
。
工

務
協
で

保
守
用

車
事
故
、
線
閉
の
扱
い
、
見
張
り

問
題
で
検
討
会
を
し
て
き
た
。

設
備
メ
ン
テ
は
Ｐ
社
へ
出
向
し

指
導
し
プ
ロ
パ
ー
を
育
成
し
て
行

く
の
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
実
際
は

事
故
対
策
が
増
え
て
本
来
業
務
ま

で
辿
り
着
く
の
が
大
変
だ
。
「
こ

れ
だ
け
は
や
ろ
う
」
と
指
導
は
し

て
い
る
が
、
条
件
が
後
退
し
て
い

る
。
訓
練
、
教
育
の
不
足
。
一
旦

停
止
の
看
板
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
は
本
隊
が
や
る
任
務
。
こ
れ
が

や
ら
れ
て
い
る
の
か
。
検
証
が
必

要
。
亘
理
の
事
故
は
警
察
が
出
て

き
て
い
る
。
ラ
ッ
セ
ル
の
訓
練
も

不
十
分
。
Ｂ
Ｒ
の
事
故
追
求
し
、

個
人
の
責
任
に
し
な
い
。

立
山
委
員

①
電
力
の

事
故
対
応

で
は
教
育

不
十
分
な

若
手
が
現
場
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、

力
量
が
分
か
ら
ず
不
安
。
一
部
の

人
間
だ
け
が
指
導
し
て
い
る
結
果

で
あ
り
、
全
体
で
の
訓
練
が
必
要
。

②
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
（
ニ
ュ
ー
ズ
＝
設
備

管
理
シ
ス
テ
ム
）
は
デ
タ
ラ
メ
な

デ
ー
タ
を
入
力
し
て
お
り
、
結
果

と
し
て
設
計
変
更
の
多
発
を
招
い

て
い
る
。
抜
本
的
な
見
直
し
が
急

務
。

③
変
電
グ
ル
ー
プ
で
は
検
査
等
で

長
距
離
運
転
を
強
い
ら
れ
、
一
晩

で
３
０
０
㎞
を
超
え
る
運
転
も
。

担
当
エ
リ
ア
の
見
直
し
と
、
運

転
手
当
の
復
活
を
。

金
田
委
員

①
４
分
会
春
闘
交
流
は
仙
台
駅
で

の
取
組
み
に
学
ん
で
き
た
。
ダ
イ

ヤ
改
正
で
要
求
を
ま
と
め
、
団
交

に
出
す
内
容
で
現
場
に
お
い
て
出

来
る
も
の
は
な
い
か
、
と
駅
長
と

話
し
合
い

を
し
た
。

そ
の
要
求

を
掲
示
し
、

ど
な
た
の

要
望
も
Ｏ
Ｋ
で
す
、
と
し
た
と
こ

ろ
「
異
常
時
の
管
理
者
の
対
応
に

つ
い
て
、
表
に
出
て
対
応
し
て
ほ

し
い
」
と
他
労
組
か
ら
声
が
上
が
っ

た
。

②
新
採
は
毎
年
１
０
名
入
っ
て
き

て
、
２
年
経
て
車
掌
に
な
っ
て
出

て
行
く
。
拡
大
の
呼
び
か
け
を
し

た
い
。

小
室
委
員

①
ア
ク
セ
ス
の
問
題
。
８
０
本
増

発
す
る
が
、
南
仙
台
構
内
の
踏
切

で
は
今
で
も
遮
断
棹
折
損
が
多
発

し
て
お
り
、
今
後
は
事
故
が
起
き

る
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
し
て

い
る
。
列
車
遅
れ
で
踏
切
が
開
か

な
い
。
地
元
住
民
も
調
査
し
て
い

る
。
ま
た
ワ
ン
マ
ン
の
３
駅
は
車

イ
ス
の
乗
客
が
多
い
の
で
対
策
が

必
要
。

○
運
動
方
針
を
拍
手
で
採
択

１
４
名
の
発
言
を
受
け
て
、
大
沼

書
記
長
が
行
っ
た
集
約
（
別
掲
）
に

対
し
委
員
か
ら
の
異
議
は
出
さ
れ
ず
、

全
体
の
拍
手
に
よ
り
当
面
す
る
運
動

方
針
（
案
）
が
採
択
さ
れ
た
。

閉

会
の
挨
拶
に
立
っ
た
中
島
副
委
員
長

は
議
事
進
行
を
滞
り
な
く
進
め
た
岩
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井
議
長
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
た
後

「
今
大
会
の
発
言
に
学
び
、
明
日
か

ら
職
場
で
奮
闘
し
よ
う
」
と
述
べ
、

太
田
委
員
長
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

で
委
員
会
を
終
了
し
た
。

１
４
名
の
委
員
ら
、
方
針
に
対

し
貴
重
な
補
強
意
見
と
０
７
春
闘

へ
の
取
組
み
、
運
動
経
験
を
発
言

し
て
も
ら
っ
た
。
何
点
か
に
わ
た

り
地
本
の
考
え
方
に
つ
い
て
答
弁

し
た
い
。

①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
、
プ

ロ
セ
ス
、
目
途
の
質
問
が
あ
っ
た
。

こ
の
間
の
到
達
点
は
、
政
治
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
目
的
に
、
関
係

舞
台
を
整
え
る
も
の
で
あ
り
、
外

堀
は
埋
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

「
新
た
な
訴
訟
」
そ
の
も
の
を
形

骸
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
等
、
引
き
続
き
行
動

へ
の
協
力
を
要
請
し
た
い
。

②
東
日
本
会
社
と
の
和
解
に
つ
い

て
、
差
別
解
消
が
実
感
で
き
る
よ

う
に
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。
国
労

東
日
本
本
部
が
、
具
体
的
取
組
の

提
起
を
行
っ
て
い
る
。
現
場
に
お

い
て
い
も
不
充
分
な
部
分
は
手
当

て
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

バ
ス
、
運
転
士
２
０
年
ぶ
り
の
復

帰
な
ど
、
差
別
解
消
と
取
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
粘
り
強
く
取
組
ん

で
行
き
た
い
。

③
６
両
ワ
ン
マ
ン
導
入
を
含
め
、

安
全
を
守
る
取
組
に
つ
い
て
発
言

が
あ
っ
た
。
ワ
ン
マ
ン
で
は
、
１

名
の
運
転
士
で
終
わ
る
と
こ
ろ
が
、

宮
城
県
支
部
の
行
動
を
通
し
て
広

く
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

大
き
な
成
果
で
あ
る
。

県
議
会
な
ど
で
、
ワ
ン
マ
ン
へ

の
安
全
を
危
惧
す
る
動
き
が
生
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
で
運
動
が
終
わ

り
で
は
な
く
、
引
き
続
き
安
全
を

守
る
運
動
を
強
化
し
て
い
く
。

④
０
７
春
闘
に
つ
い
て
は
、
要
求

の
取
り
ま
と
め
を
は
か
り
、
現
場

長
と
の
対
話
活
動
に
結
び
付
け
て

い
く
。
ま
た
、
３
月
９
日
、
１
０

日
の
大
衆
行
動
に
つ
い
て
、
組
合

員
の
５
割
参
加
で
成
功
さ
せ
よ
う
。

⑤
組
織
拡
大
に
つ
い
て
も
、
２
月

７
日
太
田
氏
（
仙
台
電
車
区
分
会
）

の
拡
大
な
ど
に
学
び
、
拡
大
に
向

け
た
具
体
的
行
動
の
展
開
と
、
仕

事
総
点
検
運
動
を
通
し
た
国
労
組

合
員
へ
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
組

織
展
望
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

⑥
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
郡
山
車
両
セ
ン
タ
ー
の
処
分

問
題
や
東
北
工
事
事
務
所
の
労
災

申
請
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係

者
、
機
関
と
相
談
し
な
が
ら
取
組

ん
で
い
く
。

⑦
最
後
に
政
治
闘
争
に
つ
い
て
で

あ
る
。
統
一
自
治
体
選
挙
改
選
期

に
６
名
の
国
労
議
員
が
該
当
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
の
当
選

を
勝
ち
取
ろ
う
。
ま
た
、
夏
の
参

院
選
挙
に
向
け
、
革
新
政
党
の
躍

進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
選
挙
闘

争
に
汗
を
か
こ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
つ
い
て
、
地
方
本
部
は
そ

の
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し
て
い
く

決
意
を
申
し
上
げ
、
集
約
答
弁
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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お
詫
び
と
訂
正

国
労
せ
ん
だ
い
２
４
８

４
号
で
我
妻
美
津
夫

さ
ん
は
美
津
男
さ
ん
の

間
違
い
で
す
。
ま
た
２

４
８
５
号
で
各
集
会
の

開
催
年
号
が
２
０
０
６

年
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。正

し
く
は
２
０
０
７
年

で
す
。
こ
こ
に
訂
正
し

お
詫
び
致
し
ま
す
。

集
約
答
弁
す
る
大
沼
書
記
長


